
 

 

2026 年度（令和 8 年度）事業計画 

【DMO 活動方針】 
⚫ 各種データ等の継続的な収集及び分析、明確なコンセプトに基づいた観光地経営戦

略の策定、重要業績評価指標（Key Performance Indicator）（以下「KPI」という。）

の設定、PDCAサイクルの確立 

⚫ 地域の魅力向上に資する観光資源の磨き上げや二次交通を含む交通アクセスの整備、

多言語表記等の受入環境整備等、着地整備に関する取組の推進 

⚫ 関係者が実施する観光関連事業と観光地経営戦略との整合性を図る調整や仕組みづ

くり、プロモーション 

⚫ 観光地域づくり法人を中心とした多様な関係者との体制構築や合意形成  

⚫ 観光地域づくり法人が上記の役割を達成するために必要な組織の確立と財源の確保 

 

■第 3次長門市観光基本計画の数値目標 

 説明 
現状値 

（令和 7 年実績） 

目標値 

（令和 8 年度） 

観 光 客 数 観光客数動態調査による観光客数 216 万人 300 万人 

宿 泊 客 数 観光客数動態調査による観光客数 49 万人 50 万人 

市内旅行消費額 アンケート調査による消費額 
(日帰り)10,963 円 

（宿泊）48,204 円 

(日帰り)10,000 円 

（宿泊）40,000 円 

※協会独自目標 

リピーター率 
アンケート調査による 

リピート客の割合 
70.6％ 55.0％ 

来訪者満足度 
アンケート調査による 

観光客満足度 
54.7% 52.8％ 

 

■観光客数の動向                             （単位：人） 

 令和 2年 令和 3年 令和 4年 令和 5年 令和 6年 令和 7年 

年間観光客数 

（ 対前年比率 ） 

1,636,299 

(67.9％) 

1,628,301 

(99.5％) 

1,963,162 

(120.6％) 

2,011,007 

(102.4％) 

2,115,989 

(105.2%) 

2,156,940 

(101.9%) 

（ 宿 泊 客 数 ）  336,143 321,894 375,175 383,446 462,609 487,757 

（日帰り客数） 1,300,156 1,306,407 1,587,987 1,627,561 1,653,380 1,669,183 

（ 県 外 客 数 ）  818,457 780,457 1,030,096 1,092,224 1,198,837 1,243,606 

（ 県 内 客 数 ）  817,842 847,844 933,066 918,783 917,152 913,334 

【 基 本 理 念 】 ひとが輝き、「やさしさ」を奏でるまち長門 

【 基 本 方 針 】  Change & Challenge（変革と挑戦）＝ 明るく元気な長門へ 
～DMOの推進により、地域の魅力を高め、ながとブランドの創造へ～ 



 

Ⅰ 事業活動方針 

１．一般社団法人長門市観光コンベンション協会定款第４条に掲げる事業を行う。 

２．「第３次長門市観光基本計画」に則り、観光庁が定める DMO としての観光地域づ

くりにおける役割・機能を推進する。 

 

Ⅱ 第３次長門市観光基本計画の具現化に向けた事業展開 

１. 地域経済の視点に立った観光の創出 

（１）新たな観光商品の実現 

○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

第 3 次長門市観光基本計画 KGI の達成に向け、消費単価向上につながる取り組みをする。 

KGI：着地型旅行商品（販売単価目標）R8 年度 3,800 円 

KPI：高単価商品の造成：3 件／宿泊施設と連携した商品造成：2 件 

○デジタル観光戦略推進事業 

これまで行ってきた広告やサイトデータを活用した商品開発を行う。 

 

 （２）着地型観光・地域旅商品の造成とＰＲ 

○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

豊かな自然や地域の観光資源を活かした、ながと体験プログラム「ナガトリップ」

の企画実施を行う。 

▽ナガトリップサイト 

KPI：SNS 広告配信 5 回／年  ・SEO 対策 特集記事作成 9 本／年 

KGI：目標 UU 40,000..    ・目標エンゲージメント（ENG）率 63％ 

コンバージョン（CVR 予約成立率）：2.3％ 

○情報発信事業 

発信→サイト着地→予約（コンバージョン）の転換を注視して、クリエイティブや

コンテンツの磨き上げを行う。 

 

 （３）長門市観光コンベンション協会の機能強化 

○地域活性化起業人業務遂行事業 

・DMO 新ガイドライン制度下での DMO 更新手続き推進 

・DMO 体制及び EBPM について、属人化の解消と知識共有・人材育成を進め、継承可能な

体制の構築を図る。 

・年間市内観光消費額を意識した単価向上活動 

KPI：満足度調査データ発信 12 回／年 

観光関連団体講演.   6 回／年（うち料飲系 2 回） 

KGI：日帰り旅行単価 11,292 円（昨対＋3%） 

宿泊旅行単価  50,614 円（昨対＋5％） 

○デジタル観光戦略推進事業 

事業データと各業務との連携を強化し、業務全体の効率化を推進する。 

 



 

 （４）外国人観光客の誘致 

○ながと国際観光推進事業 

・Visit Nagato サイトにおけるデータ収集・分析 

・市場調査を目的とした、ターゲット国への広告配信の実施及び認知フェーズに向けた訴求

コンテンツの絞り込みとターゲット国のプライオリタイズ 

・インバウンドツアー補助事業について、海外旅行会社への認知拡大と利用促進を図る。 

KPI：広告配信 6 回／年 

市内事業者・旅行会社等に対するインバウンドツアー補助事業の PR 活動 10 回／年 

KGI：Visit Nagato サイト UU 数：209,160 ENG 率：41% 

インバウンドツアー補助事業利用率：50% 

○クルーズ船等誘致事業 

・大型客船の寄港による地域経済への波及効果と、“長門市”の認知度向上による観光客の増

加につなげるため、誘致促進を図るとともに、継続的な寄港を目指す。 

・市内の飲食店業者等に寄港を周知し、割引等の乗船客に対するサービス提供の協力依頼を

行うとともに、市内を周遊する仕組みづくりに取り組む。 

令和 8 年 04 月 15 日（水）「ヘリテージアドベンチャラー」寄港 

令和 8 年 04 月 29 日（水）「にっぽん丸」寄港 

令和 8 年 05 月 01 日（金）「ヘリテージアドベンチャラー」寄港 

令和 8 年 10 月 23 日（金）「飛鳥Ⅱ」 

      KPI：市内協力店舗 10 件／1 回 

市内周遊のための旅行企画制作・提案 10 件 

KGI：市内協力店舗消費金額 10 万円／1 回 

                          市内周遊のための旅行企画 1 件 

 

 （５）持続可能な観光に向けた事業推進の検討 

第 4 次長門市観光基本計画に盛り込まれる「持続可能な観光」アクションプランを見据え

たマネジメント活動を行う。 

 

２．広域で経済を回す仕組みづくり 

（１）元乃隅神社や温泉地の観光拠点を周遊する仕組みづくり 

○地域活性化起業人業務遂行事業、デジタル観光戦略推進事業 

元乃隅神社以外の絶景地・観光コンテンツのアクセス  + エンゲージ上昇を目指した   

ブラッシュアップを行う。 

 

（２）広域連携体制の強化 

○地域活性化起業人業務遂行事業 

・せとうち DMO・山口県観光連盟との情報共有・事業連携を図る。 

・「長州路観光連絡会」「ながと路観光連絡協議会」におけるデジタルマーケティングを推進 

・連携エリアでの観光消費額増加を念頭とした周遊促進を図る。 

 

３．新たな長門の魅力の創出 

（１）ながとの「食」や「土産物」の新たな魅力創出【 新規事業 】 

デスティネーションキャンペーンを見据えた「ふぐ旅ながと（ふぐ＋口福白子酒＋温泉）」

ブランディングに取り組む。 



 

 （２）長門らしいツーリズムの推進 

○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

・豊かな自然を活かしたアウトドア体験プログラムの充実を図る。 

・宿泊施設と連携した商品造成を行う。 

○スポーツ合宿誘致事業 

市外のスポーツ競技団体及び学生ラグビー競技団体を誘致することにより、閑散期の誘客、

平日の施設利用率の向上を促し、交流人口の拡大及び地域の活性化を目指す。 

KPI：旅行会社やスポーツ団体等への周知活動 2 回／年 

市内宿泊施設へ情報共有 

    KGI：社会人スポーツ合宿／280 人 

       学生スポーツ合宿／480 人 

       学生ラグビー合宿／725 人 

 

 （３）文化・伝統を生かした観光事業 

○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

歴史や文化等をより身近に体験できるような体験プログラムを造成する。 

○情報発信事業 

ななびコンテンツの改善に取り組み、サイト内回遊と誘客数アップを目指す。 

 

 （４）話題性のある観光関連事業の展開 

○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

長門市ならではの魅力を訴求する高単価・高付加価値型の商品を開発する。 

○情報発信事業 

SNS を重視してナガトリップ商品の販売促進に関しての発信をするとともに、データ収集

ならびに商品開発への反映を行う。 

 

４．情報発信の強化 

 （１）戦略的な情報発信【 拡充事業 】 

○情報発信事業、デジタル観光戦略推進事業（共通） 

▽KGI 

●ななび 

・目標 UU                  ：1,210,000（R7：約 950,000） 

・目標エンゲージメント率    ：58%（R7：56.12%） 

●Instagram 

・目標フォロワー            ：22,000（R7：約 16,000） 

・目標月平均インタラクション： 9,000（R7：約.. 5,600） 

▽KPI 

●ななび 

・サイト誘導広告企画数.    ：08（R7：10） 

・WEB ブランディング企画数 ：02（R7：..0） 

・SEO 記事制作／修正…   ：30（R7：20） 

●Instagram 

・月平均協会制作コンテンツ数.：08（R7：約 4） 



 

 ○情報発信事業 

 ▽市内全体を見通した広報/広告運用 

  ・「PR 会議」にて市内各地域から募った PR 企画実行を継続するとともに、各地域での観光 

    振興とデータドリブンを進める。 

  ・協会主導による市内全域の観光振興のための誘客促進、ならびにブランディング広報企画 

  を行う。 

 ○デジタル観光戦略推進事業 

 ▽オウンドメディアの「自力」を育てる 

 昨年の広告と SEO バランスを見直すことで、全体のユーザー獲得アップは行いながらも、  

 エンゲージメントの高いユーザーを取り込むための施策を行う。 

 

 （２）周遊促進に向けた「旅ナカ」の情報発信強化 

○情報発信事業、デジタル観光戦略推進事業 

・発信コンテンツに組み込み、データを収集しながらブラッシュアップを図る。 

・昨年度反応の良かったグルメ系コンテンツをフックにした周遊促進コンテンツでエンゲー

ジを高め、誘客の促進を図る。 

 

５．情勢の変化への対応と対策 

（１）観光事業者への総合的な支援【 新規事業 】 

○情報発信事業、プレミアム宿泊券情報発信事業、DC 誘客促進事業 

・「プレミアム宿泊券」購入・利用方法周知／販売促進プロモーション／利用促進を行う。 

・商品券の利用を重視したコンテンツを拡充してプロモーションに努める。 

・団体旅行を企画する旅行会社に対する助成を行う。 

 

（２）シビックプライド醸成による観光人材の育成 

○観光コンシェルジュ、ガイド会事務局 

ガイド会の学習会や研修を通じたスキル向上、コンシェルジュ活動の拡充、情報共有体制の

強化を図る。 

  KPI：ガイド会の運営・スキルアップ支援 学習会開催 12 回／年 

     情報共有資料の作成・配布 2 回／年  

   KGI：ガイド催行件数：75 件、ガイド参加人数：430 人、新規ガイド会員獲得：5 名 

 

６．ながと観光の質と魅力の磨き上げ 

（１）「長門温泉郷」の魅力を活かした取り組み【 新規事業 】 

○地域活性化起業人業務遂行事業、デジタル観光戦略推進事業 

山口デスティネーションキャンペーンを見据えた「ふぐ旅ながと（ふぐ＋口福白子酒＋   

温泉）」ブランディングに取り組む。 

 

（２）長門湯本温泉観光まちづくり事業の推進 

○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

長門湯本温泉の関係団体等と連携し、魅力ある体験プログラムを造成する。 

○情報発信事業 

昨年度の記事や広告データを活かしてサイトコンテンツの磨き上げを行う。 



 

 

 （３）俵山温泉の活性化に向けた取組強化 

・「ONSEN・ガストロノミーツーリズム」の推進と地域連携を支援する。 

・一般社団法人俵山みらいデザインの活動に対するサポートを行う。 

○情報発信事業 

まちづくり団体等と連携しながら、地域話題におけるアクセスアップや利用者増加に向け

た PR 企画を行う。 

 

 （４）仙崎地区周遊促進の仕組みづくり 

○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

仙崎地区周辺の関係団体等と連携し、観光資源を活かしたコンテンツの造成を図る。 

○情報発信事業 

昨年の発信企画から得られたデータと知見を活かし、地域内の周遊アップを図る。 

 

 （５）観光地の景観保全 

第 4 次長門市観光基本計画に盛り込まれる「持続可能な観光」アクションプランを見据え

たマネジメント活動を行う。 

 

 （６）二次交通・三次交通の整備 

○観光旅行者市内周遊促進事業 

公共交通機関で来訪される観光旅行者の利便性を高め、市内周遊を促進する。 

KPI：市内宿泊施設との情報共有強化、周遊観光動線の可視化を図る 

KGI：レンタカー利用件数 150 件 

○レンタサイクル事業 

市内観光地の回遊性向上と二次交通の補完を目的とし、観光客の移動自由度を高めること

で滞在時間の延伸と観光消費額の増加を目指す。 

KPI：サイクルルート提案・発信 4 回／年 

サイクルマップ改定 1 回／年 

KGI：レンタサイクル利用件数 700 件 

○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

レンタサイクル、周遊観光タクシー、レンタカー事業などによる滞在時間の拡大や

周遊促進に取り組む。 

○情報発信事業 

他企画とも連携し、二次交通情報をさまざまな媒体・機会でアピールできるよう努

めるとともに、周遊促進のためのデータ収集とフィードバックを行う。 

 


